
大
峡
秀
榮
独

語
訳

『
Z
E
N
』
と
洞
上
五
位
偏
正

口
訣

木

村

俊

彦

大
峡
秀
英

(お
お
は
ざ
ま
し
ゅ
う
え
い
)
に
つ
い
て
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大
峡
秀
榮
居
士
の
公
案
ド
イ
ツ
語
訳
に

つ
い
て
は
、
小
著

、『
ル
ド
ル
フ

・
オ
ッ
ト
ー
と
禅
』
(大
東
出
版
社
)
の
付
録
で
、
オ
ッ
ト
ー

の
薦
引

(∩甲Φ一Φ一け♂〈O同
叶)
に
続

い
て
ω
o
け
⇔
ΦU
O
げ
p
ω四日
ρ

『N
国
乞
噛
∪
Φ二

Φび
Φ
昌
臼
ひq
Φ
切
口
&
庄
ωB
ロ
ω
猷

冒
b
9
戸

〉
信
ω
oqΦ
芝
9,巨
8

ω
巳
o評
①

創
Φω
N
魯
白
Φ×
8
ω』
(O
o昏
四
H
㊤b。
㎝)

の
目
次
を
復
刻
し
て
お
い
た
。
こ
こ
で
は
大
峡
と
こ
の
書

の
特
徴
を
見
て
お
き
た
い
。
彼
の
略
歴

の
調
査
に
つ
い
て
は
成
蹟
学
園
広
報
課
と
九
州
工
業
大
学
総
務
課
の
お
世
話
に
な

っ
た
。

大

峡
は
明
治
十
六
年
米
沢
市
に
生
ま
れ
、
仙
台
の
旧
制
第
二
高
等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
四
十
年
七
月
に
卒
業
し
た
。

規
則
通
り
三
年
間
で
七
月
に
卒
業
し
て
、
茨
城
県
旧
制
中
学
教
諭
に
十

一
月
に
就
任
し
た
。
こ
の
三
年
問
に
釈
宗
演
会

下
の
釈
宗
活
老
師

に
谷

中
の
両
忘
庵
に
て
参
禅
し
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
書
で
献
辞
を
陳
べ
て
い
る
。
ま
た
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
宗
教
学
資
料
館
に
は
宗
活
老

師
の
墨
跡
を
寄
贈
し
て
い
る
。
四
年
で
宮
崎
県
立
中
学
と
新
潟
医
学
専
門
学
校
に
転
任
し
、
大
正
十
年
四
月
に
小
倉
の
九
州
工
業
大
学
教

授
に
就
任
し
た
。
そ
の
翌
月
に
倫
理
学

・
教
育
学
研
究
の
為
に
英

・
独

・
米
国
に
留
学
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
大
正
十

二
年
十

一
月
に
帰

国
、

一
九
二

一
年
十

一
月
か
ら

一
九
二
一ご
年
五
月
ま
で
を

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
哲
学
科
で
送

っ
た
。
但
し
如
何
な
る
学
位
も
取

っ
て
い

な
い
。
(
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
調
べ
。
元
宗
教
学
資
料
館
長
M

・
ク
ラ
ー
ツ
博
士
に
調
査
し
て
頂
い
た
。)
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帰

国
後

は

学

生

部

長

を

勤

め

、

勲

六
等

瑞

宝

賞

を

叙

勲

さ

れ

た

が

、

大

正

十

五

年

に
な

っ
て
退

職

、

昭

和

十

一
年

三
月

に
、

教

頭

も

勤

め

た

旧

制

成

険

高

校

を

退

職

し

て

い
る

。

没

す

る

ま

で

の
十

年

間

は

禅

育

寮

舎

択

木

寮

を

経

営

し

て

い
た
と

い
う

。

昭
和

二
十

一
年

八

月

十

六

日
逝

去

、

享

年

六

十

三
。

寮

生

は
未

亡

人

を

招

い

て
祈

念

の
会

を

催

し

た

こ

と

が

新

聞

に

掲

載

さ

れ

た

。

論

文

は

九

州

工

業

大

学

『責

善

會

誌

』

十

五

号

「
最

高

価

値

」

ほ

か

「
英

國

訓

育

の
淵

源

」

な

ど

が
あ

る

が

、

主

要

業

績

は

ハ
イ

デ

ル

ベ

ル

ク
か

ら

帰

国

し

て

出

版

し

た

『
Z

E

N

』

で

あ

る

。

一
九

二

三

年

に
帰

国

後

の

一
九

二

五

年

に

フ

ァ

ウ

ス

ト
講

師

の
世

話

で

出

版

、

一
九

七

〇

年

に

ダ

ル

ム

シ

ュ
タ

ッ
ト

か

ら

再

版

さ

れ
た

。

釈

宗

活

老

師

の
両

忘

禅

協

会

に

は

陸

川
堆

雲

・
公

田

連

太

郎

両

居

士

も

属

し

て

い

て
、

両

者

と

も

大

変

業

績

が

あ

る

。

オ

ッ
ト

ー

博

士

に

つ

い

て

は

『
ル

ド

ル

フ

・
オ

ッ
ト

ー

と

禅

』

に
お

い
て

少

し

く

記

し

た

が
、

詳

し

く

は

前

田
毅

氏

の

『
鹿

児

島

大

学

文

科

報

告

』

で

の
詳

細

な
報

告

が

あ

る

。

ま

た

業

績

に

つ

い

て
は

訳

書

『西

と

東

の
神

秘

主

義

』

に
筆

者

が

提

供

し

た

資

料

を

参

照

さ

れ

た

い
。

釈

宗

活

に

つ

い

て
は

『
禅

文

化
』

第

五

十
号

十

三
頁

上

段

参

照

。

こ

の
訳

書

の

「
薦

引

」

(O
巴
Φ
律
≦
○
こ

こ

の
題
名

は
柴

野
恭

堂

『禅

と

哲

学

』

に
久

松

真

一
博

士

が
贈

っ
た

も

の

で
序

言

し
た

オ

ッ
ト

ー

は
、

先

行

す

る
論

文

「
⇔
び
興

N
震

Φ
⇒

巴
ω
国
図
自
Φ
巳

創
Φ
ω
巨

B
ヨ
o
ω
Φ
口

H霞
巴

o
⇒
巴
①
昌
」

(》
=
冴
簿
N
Φ

α
p
ω
乞
ロ
巨

昌
o
ω
Φ

び
①
自
Φ
臣
Φ
昌
ρ

O
o
9
鋤
一
露

ω
)

と

鈴

木

大

拙

の

『
]
りげ
Φ
　国
9
ω
叶Φ
『
昌
】W
信
住
自
け
一ω
什
』
耀
く
o
=

℃
乞
o
ψ

一
～

O

(H
O
b。
一
)
"
<
o
ド
戸

乞
o
¢

H
～

O

(
一
〇
N
b。

～

も。
)

所

収

論

文

の
ほ

か

、

更

に

大

峡

の
訳

し

た
禅

テ

キ

ス
ト

を

資

料

に

加

え

て
少

し
く

体

系

的

に

禅

を

理

解

で
き

た

で
あ

ろ
う

。

京

都

で

の
禅

の
体

現

者

・
竹

田

黙

雷

と

の
現

象

学

的

な

出

会

い
を

整

理

・
報

告

す

る

の

に

こ
れ

ら

も

読

ん
だ

。

大

峡

の
体

系

的

な

禅

学

禅

宗

史

に

較

べ

て
鈴

木

の

も

の

は

断

片

的

な

禅

エ

ッ

セ

ー

に
過

ぎ

な

い

が
、

『
十

牛

図

』

の
英

訳

で
あ

る

く
2

月

。。
-ら

の

「
↓
げ
Φ

日
①
印

O
o
華

出
興

臼
口
oq
国

9
彗

Φ
ω
」

は

興

味

深

か

っ
た

よ
う

で

、
『窯

Φ
ω
&

の
島
9

①
ζ
携

鼻

』

(
一
〇
b。
①
)

で

、
「
マ

ハ
ー

ヤ

ー

ナ
神

秘

主

義

に

お

け

る

〈
上

へ
の
開

け

〉

(鎚
曽
ω
H4
P
O
]P
-O
び
Φ
】P
ー∩
)龍
Φ
U
Φ
)
」

と

し

て
紹

介

し

た

。

*

原

文

,
N
刈
①
山
刈
b。
℃
華

園

等

訳

ω
一
b。
-ω
一
〇

頁

。

尚

、

始

め

の

「
坐

禅

」

は

「
禅

」

を

言
う

黙

雷

の

口
癖

が
移

っ
た

も

の

で
、

そ

の
意

味

で

も

竹

田

黙

雷

と

の
相

見

の
影

響

が

現

わ

れ

て

い
る
。

「
坐

禅

」

に

つ

い
て

は

.》
鼠
ω
簿
N
o
.
の
英

訳

版

(い
o
巳

o
昌

一
ゆ
ω
O
)

に
基

づ



い
て
華

園

教

授

が

『聖

な

る
も

の
』

(創

元

社

)

の
付

録

に

て

訳

し

た
。

オ

ッ
ト

ー

の
新

し

い
脚

注

も

付

い
て

い
る
。

大
峡

『Z
E
N
』
の
内
容
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大
峡
は
概
論

(国
巨
舞

8
σq
)
で
、
釈
迦
か
ら
始
ま
る
仏
教
瞑
想

(<
2
の
Φ爵
琶

αq
)
を
、
正
確
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
パ
ー
リ
も
交
え

て
簡
単
に
説
明
し
、
雲
門
集

・
臨
済
宗
な
ど
五
家
七
宗
の
配
列
を
以

っ
て
禅
宗
史
の
概
観
と
す
る
。
特
に
系
統
図
と
年
代
を
付
録
で
表

(↓
駄
9

に
し
て
記
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
今
だ
に
欧
米
で
は
貴
重
な
記
述
で
あ
る
が
、
英
米
で
は
ド
イ
ツ
語
が

一
般
的
で
は
な
い

の
で

U
円
め
自
二
匹
に
較
べ
て
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
叙
述
は
後
に
見
る
内
容
か
ら
も
、
鈴
木
の
も

の
と
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
体
系
的
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
以
下
、
概
論
に
続
く
内
容
を
目
次
に
沿

っ
て
挙
げ
る
。
オ
ッ
ト
ー
の

「薦
引
」
と
フ
ァ
ウ

ス
ト

の

「出
版
者
の
挨
拶
」
は
目
次
と
共
に

『ル
ド
ル
フ

・
オ
ッ
ト
ー
と
禅
』
の
付
録
に
影
印
し
た
。

大
峡
は
序
言
で

「白
隠
和
讃
」
の

「衆
生
近
き
を
知
ら
ず
し
て
遠
く
求
む
る
は
か
な
さ
よ
。
例
え
ば
水
の
中
に
居
て
、
渇
を
叫
ぶ
が
如

く
な
り
」
を
座
右
銘
に
挙
げ
て
い
る
。
謝
辞
は
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
ヴ
オ
ッ
バ
ー
ミ
ン
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
オ
ッ
ト
ー
な
ど

の
教
授
、
フ
ァ
ウ
ス

ト
、
シ
ン
チ
ン
ガ
ー
、

ヘ
リ
ゲ
ル
な
ど
の
学
友
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
最
後
に

「我
が
師

・
釈
宗
活
ー
臨
済
四
十
二
世
1
」
に
献
辞
を
捧

げ
て
い
る
。
人
法
は
白
隠
の
末
喬
に
な
る
が
、
伽
藍
法
で
は
円
覚
寺
派
で
あ
る
か
ら
、
仏
光
国
師
無
学
を
始
め
に
概
説
し
、
続

い
て
蘭
漢
、

榮
西
、
道
元
、
宗
峰
、
関
山
と
隠
元
各
開
山
に
も
、
西
暦
年
代
と
共
に
頁
を
割
い
て
い
る
。
勿
論
、
日
本
の
禅
界
の
叙
述
は
限
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
欧
米
向
け
に
は
必
須
の
禅
宗
史
に
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
の
再
版
以
外
に
西
洋

で
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
の
体
系
的
叙
述
は

U
●日
ω
自
o
江

の
為
し
得
な
か

っ
た
所
で
あ
る
が
、
特
に
英
語
圏
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

次

い
で
戯
悔
文
、
四
弘
誓
願
、
白
隠
和
讃
、
信
心
銘
、
証
道
歌
を
ド
イ
ツ
語
訳
し
、
無
門
関
と
碧
岩
録
を
解
題
し
て
か
ら
三
十
公
案
の

ド
イ

ツ
語
訳
に
入
る
。
終
り
に
葛
藤
集
四
則
に
洞
山

の
五
位
頒
と
十
重
禁
戒
を
加
え
た
。
大
峡
は
修
行
順
に
な

っ
て

い
る
と
し
、
無
字
、
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次
い
で
本
来
の
面
目
以
下
の
体
系
に
な

っ
て
お
り
、
十
頁
に
公
案
組
織

の
七
階
程
を
挙
げ
て
い
る
。

一
、
理
致
、
二
、
言
詮

・
機
関
、
三
、

難
透
、
四
,
向
上
、
五
、
五
位
、
六
、
十
重
禁
戒
、
七
、
末
期

の
牢
関
と
す
る
。

*

梶
谷
宗
忍

「公
案
の
組
織
」
(筑
摩
書
房

『講
座
禅
』
第
七
巻
)
二
六
九
頁
も
参
照
。

次

に
大
峡
に
よ
る
公
案

(国
o
巨
①B
)
の
配
列
を
挙
げ
る
。
一・無
門
関
第

一
趙
州
狗
子
、
P
無
門
関
第
二
十
三
不
思
善
悪
、
印
無
門
関

第
四
胡
子
無
髪
、
↑
碧
岩
録

四
十
二
則
好
雪
片

々
、
9
碧
岩
録
三
十
九
則
金
毛
獅
子
、
9
無
門
関
第
十
六
鐘
声
七

条
、
8
無
門
関
第

二
十
九
非
風
非
幡
、
釣
無
門
関
第
三
十
六
路
逢
達
道
、
ρ
無
門
関
第
四
十
二
女
子
出
定
、
一ρ
無
門
関
第
四
十
三
首
山
竹
箆
、
一一●
無
門
関

第
四
十
七
兜
卒
三
関
、
一ド
無
門
関
第
四
十

一
達
磨
安
心
、
一ω。
無
門
関
第
二
十
大
力
量
人
、
匡

無
門
関
第
五
香
厳
上
樹
、
一9
碧
岩
録

一

則
武
帝
問
達
磨
、
一q
碧
岩
録
三
則
馬
大
師
不
安
、
一S

碧
岩
録
五
則
雪
峰
尽
大
地
、
一〇。●
碧
岩
録
十
入
則
粛
宗
請

塔
様
、
一ρ
碧
岩
録

四
十
五
則
万
法
帰

一
、
b。ρ
無
門
関
第
十
四
南
泉
斬
猫
、
N一
・
無
門
関
第
二
百
丈
野
狐
、
N
ド
碧
岩
録
十

一
則
黄
漿
酒
糟
漢
、
Nρ

碧
岩
録

四
十
則
如
夢
相
似
、
N
命
無
門
関
第
十
五
洞
山
三
頓
、
N9
無
門
関
第
三
十
八
牛
過
窓
禰
、
N◎
無
門
関
第
三
十

一
趙
州
勘
婆
、
N8
碧
岩
録

八
則
翠
岩
夏
末
、
b。
釣
碧
岩
録
二
則
至
道
無
難
、
N蝉
洞
山
五
位
頒
、
。。ρ
十
重
禁
戒
、
G。
一・
葛
藤
集
か
ら
大
梅
々
子
、
婆
子
焼
庵
、
臨
済
四

料
、
白
雲
未
在
。

無
字
と
本
来
の
面
目
か
ら
始
ま

っ
て
難
透

・
向
上
と
し
て
の

『葛
藤
集
』
に
至
る
。

そ

の
前

の
五
位
の
頒
は
訳
者
が
臨
済
の
四
料
簡
と
共
に
禅
哲
学
で
重
要
な
も
の
と
し
て
い
る

(五
十
四
頁
)。
臨
済
宗
で
は
白
隠
が

『荊

叢
毒
蘂
』

の
中
で

「洞
上
五
位
偏
正
ロ
訣
」
の
続
篇

「洞
山
和
尚
五
位
頒
」
に
て
引
用
し
た
も
の
に
依

っ
て
い
る
。

最
後
に
加
え
た

「白

隠

の
頒
」

(徳
雲
閑
古
錐
、
幾
下
妙
峯
頂

雇
他
痴
聖
人

担
雪
共
填
井
)
は
、
『荊
叢
毒
蘂
』
の
編
者
の

「師
、
著
語
し
て
曰
く
」
で
誤

解
さ
れ
易
く
、
禅
家
の
考
察
で
雪
實
の

『明
覧
輝
師
祖
英
集
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

*

林
恵
鏡

「悟
り

(
一
)」

(『講
座
禅
』
第

一
巻
)
二
十
六
頁
、
入
谷

・
梶
谷

・
柳
田

『雪
實
頒
古
』

(筑
摩
書
房
)
七
十
三
頁
参
照
。
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そ

こ

で
訳

者

が

独

語

訳

し

考

察

し

た

洞

山

の
五

位

頒

を

又

大

峡

と

共

に

考

察

し

た

い
。

私

は

白

隠

の
五

位

提

唱

を

含

ん

だ

『
荊

叢

毒

蘂

』

を

、

谷

中

天

眼

寺

・
沼

津

大

聖
寺

明

治

三

十

五
年

編

集

発

行

『白

隠

廣

録

』

第

一
輯

に
収

録

さ

れ

た

も

の

で
見

た

。

『
五
灯

会

元

』

の
巻

十

三

の
最

初

八

頁

に
渉

っ
て

洞

山

良

紛

の
伝

が

あ

る

が

、

そ

こ

に
引

か

れ

る

「
君

臣

五
位

頒

」

は

や

や

白

隠

所

伝

と

異

な

る
所

が

あ

る

。

特

に

白

隠

が

「
兼

中

至

」

と

伝

え

る
も

の

は
曹

山

の

「
解

釈

洞

山

五

位

顕

訣

」

や

「
五
位

旨

訣

」

で
は

「
偏

中

至

」

に
な

っ
て

お

り

、

我

々
は

こ

れ

に
従

が
う

。

し

か

し
臨

済
宗

で
は

す

べ

て
白

隠

に
依

っ
て

い
る

の

で

「
兼

中

至

」

に

し

て

い
る

。

曹

山

の
読

み

に
基

づ

い
て

本

偶

を

開

示

し
、

五
位

頒

の
読

み

下

し

と

大

峡

の
独

語

訳

を

比

較

し

て
挙

げ

る
。

大

峡

の
注

解

は

後

で
見

る

。

尚

、

曹

山

本

寂

の

「
五
位

旨

訣

」

の
要

語

を

大

久

保

堅

瑞

氏

が

『
佛

書

解

説

大

辞

典
』

(大

東

出

版

社

)

で
付

し

て

い
る
が

、

誤

ま

り

が

あ

り

、

改

め

て
載

せ

る
。

一
、

正

中

偏

。

三

更

初

夜

月

明

前

莫

怪

相

逢

不

相

識

隠

々
猶

懐

旧

日

妊

N
霞

臼

詳
什
Φ
口
乞
8

算
N
Φ
詳

o
◎
2

N
霞

興
ω
什
Φ
昌
乞
p
o
耳
N
Φ
一け噛
げ
Φ
<
o
N
α
興

]≦
o
昌
◎
一Φ
ロ
o
算

Φ
け
糟

(
三
更

・
初

夜

の
月

明

の
前

に
、
)

∪
四
一ω
け
Φ
ω
巳
o
ぼ

く
Φ
N
≦
q
昌
創
Φ
同
一甘
戸

≦
Φ
⇒
口
①
一⇒
p
口
創
Φ
居
しd
①
ひq
Φ
oq
昌
①
⇒
傷
①
匹
o
げ
巳
o
耳

Φ
葺

Φ
昌
⇒
Φ
戸

(怪

し

む
莫

れ
、

相

逢

う

て
相

識

ら

ざ

る
を

。
)

d
昌
自
α
0
9

び
一Φ
一耳

℃
<
興
9

同
ひq
Φ
戸

Φ
言
①
○っ
ロ
霞

◎
Φ
ω
<
Φ
お

き

oq
2

8

↓
9・
ひq
Φ
の
Φ
}

巴
け①
p

(隠

々
と

し

て
猶

、

旧

日

の
妊

を

懐

う

。
)

処

々
円

通

二
、

偏

中

正

。

失

暁

老

婆

逢
古

鏡

分

明
観

面

別
無

真

休

更

迷

頭

還

認

影

(第

三
句

は
曹

山

の
読

み

に
従

う

。
)
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国
一⇒
Φ
巴
汁
Φ
「
目
曽
ρ

自
け

侮
Φ
ロ

ζ

O
『
ゆq
Φ
昌

く
①
同
ω
餌
¢
H口
けρ

ω
け
Φ
け
け
創
Φ
b
P
二
『
巴
骨Φ
昌

ω
b
一①
oq
g

oq
Φ
oq
Φ
昌
⇔
げ
Φ
同
・

(暁

を

失

が

し

た

老

婆

、

古

鏡

に

逢

う

。
)

Qo
一①
ω
営

Φ
ひ身
巴
け
匹
O
げ

白
置

①
同
冒

く
O
臣
ひ身
①
『
内
団
『
げ
Φ
拝

自
P
一ω
け
屏
①
ヨ

芝

貯
屏
口
O
げ
Φ
ω
日

①
げ
ド

(分

明

に

観

面

し

て

別

に

真

無

し

。
)

い
鋤
ω
ω

α
P
<
O
昌

鋤
び
噛
ω
O
け
O
昌

甫

δ
α
Φ
同
傷
①
⇒

国
O
弓
h
N
O

<
①
匡
δ
『Φ
口

信
⇒
α
ω
O
げ
9
暮
Φ
昌

N
信

..Φ
N
貯
Φ
づ
昌
Φ
⇒
.げ

(休

せ

よ

、

更

に

迷

頭

の

還

た

影

を

認

む

る

を

。
)

本

と

生

滅

無

し

三

、

正

中

来

。

無

中

有

路

隔

塵

埃

但

能

不

触

当

今

諦

也

勝

前

朝

断

舌

才

国
ω
αq
一び
け
一⇒
【口
洋
け
O
昌

自
O
ω
]Z
け
げ
けの
Φ
一昌
Φ
づ

勺
hO
P

住
Φ
村
O
q
の
畠
Φ
ω
ω
Φ
昌

ω
什P
β
び

げ
Φ
同
9
自
ω
hO
げ
同
Φ
叶●

(無

中

に

路

有

り

、

塵

埃

を

隔

つ
。
)

ぐ
4
鋤
げ
同
=
O
戸

鎚
Φ
昌
昌

①
層
h口
9
0
財
什
⊆
⇒
出蝉
げ
一ひq
噂
oq
Φ
σq
①
昌

ひq
帥
一蝕
oq
Φ
ω
Ω
Φ
ω
Φ
什N

N
ロ

<
Φ
同
ω
けO
ωω
Φ
員

(但

だ

能

く

当

今

の

誰

に

触

れ

ず

ん

ば

、
)

d
⇒
自

Φ
同
日

鋤
O
げ
叶
鋤
=
O
げ

⇔
び
Φ
匡
Φ
ひq
①
⇒

傷
Φ
b
P
N
ロ
⇒
ひq
①
口
ω
O
げ
昌
Φ
一餌
①
昌
畠
Φ
昌

幻
げ
Φ
汁
O
同
9
¢
ω
阜
Φ
同
δ
叶N
けΦ
昌

∪
矯
昌
鋤
ω
江
ρ

(也

た

前

朝

の

断

舌

の

才

に

勝

ら

ん

。
)

全

体

露

現

四

、

偏

中

至

。

両

刃

交

鉾

不

須

避

好

手

猶

如

火

裡

蓮

宛

然

自

有

衝

天

気

∪
一Φ
N
≦

Φ
一
σq
Φ
評
同
Φ
ロ
N
け①
昌

ω
O
け
芝
①
二
匹

ヨ
oq
Φ
⇒

傷
口
居
譜

口

巳
O
け
什
oq
Φ
q
Φ
⇒
昌
け
≦
Φ
同
α
Φ
口
●

(両

刃

鉾

を

交

え

て

避

く

る

を

須

い

ず

。
)

国
一口

ω
け鋤
同
犀
Φ
村
」♪
N
目ロ
一ω
δ
UP
≦

δ

い
O
叶O
ω
一R
P
閏
Φ
口
①
昌
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(
好
手

猶

お

火
裡

の
蓮

と

同

じ
。
)

国
同
什
轟
σq
江

口
匹
9

自
①
口

Ω
色
ω
け
℃
像
臼

犀
魯
げ
口
豊

日

田

巳
8
ユ

ω
巳
同
B
け

(宛

然

と

し

て
自

か

ら

衝

天

の
気

有

り
。
)

虚

通

自

在

五
、

兼

中

到

。

不

落

有

無

誰

敢

和

人

々
尽

欲

出

常

流

折

合

還

帰

炭

裡

坐

芝

興

冨

暮

巨

乙

Φ
日

日

⇒
ω
≦
Φ
a

Φ
戸

α
興

妻
巴

興

窪
目

①
韓

N
ロ
日

ω
Φ
冒

ま

9

N
信
日

呂

。
耳

ω
Φ
昆

(有

無

に

落

ち

ず

、

誰

か
敢

え

て
和

せ

ん
。
)

毛

興

p
=
Φ
妻
Φ
匡
8
げ
Φ
昌
Gり
自
α
日
①
O
び
興
ω
o
げ
ユ
け
8
昌

N
o
げ
⇔
び
Φ
口
芝
魯
昌
ω
o
窪
ρ

(人

々
尽

ご

と

く

常

流

を

出

で
ん

と
欲

せ

ば

、
)

U
興

h曾

α
Φ
匹
9

芝
o
巨

目

日

〉
ロ
ω
oq
き

oq
魯

口
昌
醇

N
霞

9

評
¢
昌
位
ω
似
ω
ω
①
貯
日
葺

窪

ω
Φ
ヨ
①
『
囚
9

一①
p

(折

り

合

っ
て
還

た

炭

裡

に

帰

し

て
坐

す

な

ら

む
。
)

色

空

倶

忘

考
察

曹
山

の

「五
位
旨
訣
」
(
『撫
州
曹
山
元
謹
輝
師
語
録
』
大
正
蔵
経
第

一
九
八
七
)
を
考
察
す
る
と
、
「処
々
円
通
」

は
無
の
世
界
の
幽

玄
な
こ
と
を
言
う

の
か
。

二
、
の

「本
無
生
滅
」
は
、
差
別
の
世
界
で
の
自
由
を
言
う

の
か
。
三
、
の

「全
体
露
現
」
は
塵
埃
を
離
れ
た

本
来

の
姿
を
言

い
、
正
位
に
戻
る
事

で
あ
ろ
う
。
四
、
は
差
別
の
世
界
で
自
在
な
る
事
、
五
、
は
平
等

・
差
別
の
溶
融
し
た
世
界
に
帰
着

し
た
両
忘
で
あ
ろ
う
。
曹
山
に
依
れ
ば
正

・
偏
は
空
界

・
色
界
を
言
う

(
『五
灯
会
元
』
二
三
七
丁
)。
「正
」
を
無

の
平
等
世
界
、
「偏
」
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を
有

の
差
別
世
界
と
す
る
と
、

一
、
は
無
の
暗
が
り
の
中
で
な
お
過
去
の
世
間
的
な
繋
が
り
を
恋
々
と
想
起
す
る
様
を
言
う
。
二
、
は
無

を
判
ら
な
か

っ
た
所
に
ひ
ょ
っ
と
自
分
自
身

の
仏
性
を
見
た
こ
と
を
言

っ
て
い
る
。
白
隠
は

「明
鏡
に
対
す
る
如
く
自
己

の
面
目
を
見
る
」

と
評
し

て
い
る
。
三
、
は
、
大
峡
の
道

11
塵
埃
か
ら
出
る
と
い
う
解
釈
が
有
る
の
で
、
そ
こ
は
塵
埃
を
離
れ
た
所
と
言

っ
て
い
る
。
讐
喩

の
文
人

に
つ
い
て
は
後
記
す
る
。
無
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
人
は
伝
説
的
な
階
の
文
人
を
も
超
え
よ
う
と
言
う
の

か
。

四
、
は
偏
中
至
、

つ
ま
り
差
別
世
界
の
争

い
の
中
で
も
自
由
な
働
き
を
す
る
差
別
智
を
言

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
洞
山
の
法

嗣

・
曹
山
が

「偏
中
至
」
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
「兼
中
至
」
は
発
音

の
近
似
に
よ
る
誤
伝
で
あ
ろ
う
。
五
、
は

「到

り
得
て
還
り
来
た

ヘ

ヘ

へ

れ
ば
別
事
な
し
」
の
消
息
で
あ
り
、
大
峡
の
接
続
法

の
表
現
に
依
れ
ば
、
出
発
点
に
戻

っ
て
有
と
無
の
差
別
も
溶
融
す

る
可
能
性
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
る
。
白
隠

の
評
唱
を
訓
読
す
る
。

一
、

で
は
言
う
。
「往
々
此
の

一
位
を
取
得
し
て
以

っ
て
大
事
了
畢
と
為
し
、
以

っ
て
仏
道
弁
成
と
謂
い
、
無
放
を

死
守
す
。
其
れ
是

れ
は
此

れ
、
死
水
裡
の
禅
と
道

い
、
棺
木
裡

の
守
屍
鬼
と
為
す
。
耽
著
す
る
に
任
せ
て
三
、
四
十
年
を
経
て
独
覚
自
了
の
小
窩
窟
を
出
つ

る
能
わ
ず
。
所
以
に
言
う
、
機
は
位
を
離
れ
ず
、
毒
海
に
堕
在
す
、
と
。
此
れ
即
ち
仏
書
に
日
う
正
位
取
証
底
の
大
痴
人
也
。
仮
に
明
了

な
る
平
等
真
智
有
り
と
も
、
万
法
無
碍
の
妙
智
を
換
発
す
る
能
わ
ず
。
是

の
故
に
寂
静
無
為
の
空
間
隠
処
に
在
り
て
内
外
玲
瀧
、
了
々
分

明
と
錐
ど
も
、
観
照
綾
か
に
動
揺

・
騒
闊

・
憎
愛

・
差
別

・
塵
縁
に
渉
れ
ば
、
半
点
力
も
無
く
、
衆
苦
逼
迫
す
。」

二
、
に
つ
い
て
白
隠
は
述
べ
る
。
「
此
の
重
瘤
を
救
う
為
に
偏
中
正

一
位
を
設
く
」
と
。
「行
者
若
し
正
中
偏

一
位
に
住
著
せ
ば
、
則
わ

ち
智
は
常
に
向
背
、
見
処
は
偏
枯
也
。
是
の
故
に
上
根
の
菩
薩
は
常
に
坐
臥
動
中
に
種

々
差
別
塵
境
上
に
悉
く
目
前
の
老
幼

・
尊
卑

・
堂

閣

.
廊

鷹

.
草
木

・
山
川
の
万
法
を
把
え
、
以

っ
て
自
己
本
来
の
真
正
と
為
す
。
清
浄

の
面
目
は
明
鏡
に
対
す
る
如
く
自

(己
)
の
面
目

を
見
る
。
」

三
、

に
つ
い
て
白
隠
は
述
べ
る
。
「
四
弘

の
大
誓
に
乗
り
、
上
求
菩
提
下
化
衆
生

の
法
輪
に
鞭
う

つ
」
と
。
こ
れ
は
明
快
に

「塵
埃
を

隔

つ
」

で
は
な
い
。
四
、
に
つ
い
て
は

「更
に
須
べ
か
ら
く
明
暗
双
々
底
の
時
節
有
る
を
知
る
べ
し
。
是
の
故
に
兼
中
至

一
位
を
設
く
」
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と
言
う
。
灰
頭
土
面
す
る

「
入
邸
垂
手
の
他
受
用
」
と
し
て
、
三
、
と
異
な
る
。
『十
牛
図
』
の
第
十
図
に
あ
た
る
が
、
鈴
木
大
拙
の
英

訳
は
こ
の
意
味
を
出
し
て
い
な
い
の
で
、
当
然
オ
ッ
ト
ー
も
単
に
、
牧
人
が
聖
者
に
な

っ
た
と
し
て
い
る
が
、
柴
山
全
慶
老
師
や
大
森
曹

玄
老
師

は
、
土
面
灰
頭
で
衆
生
済
度
す
る
尊

い
姿
と
解
釈
す
る
。
『
ル
ド
ル
フ

・
オ
ッ
ト
ー
と
禅
』
三
十
五
頁
、
オ
ッ
ト
ー

『西
と
東

の

神
秘
主
義
』
三

一
五
頁
参
照
。

五
、

は

「畢
寛
如
何
」
と
し
て
引
用
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
曹
山
も
四
、
を
五
、
に
合
わ
せ
る
。
五
、
を
正
と
偏
が
融
合
し
、
有
と
無

が
溶
け
合

っ
て
い
る
境
涯
と
為
す
。
兼
中
到

の
所
以
で
あ
る
。
以
上
で
大
峡
や
白
隠
を
介
し
た
五
位

の
考
察
は
了
る
が
、
「洞
上
五
位
偏

正
ロ
訣

」
の
概
論

(前
段
)
は
、
易
の
問
題
が
あ

っ
て
筆
者
に
は
理
解
で
き
な
い
し
、
ま
た
易
も
四
と
五
に
及
ん
で
い
な
い
。
曹
山
の
解

釈
で
は
、
大
川
の
纏
め
た

『五
灯
会
元
』

(続
蔵
経
版
)
で
、
正

・
偏
H
空

・
色
と
い
う
簡
単
な
要
旨
を
得
た

(巻
十
三
)。

そ
こ

で
大
峡

の
注
解
も
考
察
す
る
。

一
、
に
つ
い
て
、
「夜
」
は
平
等
世
界
の
比
喩
だ
と
す
る
。

一
味
平
等
で
他
者

の
認
識
が
な
い
。

過
去
の
差
別
世
界
を
懐
か
し
む
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
二
、

の

「
暁
」
は
平
等
世
界
の
象
徴
で
、
老
婆
と
古
鏡
は
差
別
世
界
の
境
を
表
わ

す
。
し
か
し
両
者
は

一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
不
生
不
滅
に
気
付
か
せ
る
と

い
う
。
「暁
」
は
対
象
を
識
別
で
き
ぬ
平
等
世
界
と

い
う
意
味

に
な
る
。
三
、
で
は
単
な
る
瞑
想
の
世
界

(平
等
世
界
)
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
評
唱
す
る
と
し
、
注
入
で
、
そ
の
よ
う
な
世
界

を

「塵
埃
」
と
呼
ん
だ
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
字
義
か
ら
し
て
お
か
し
く
、
我

々
は

「塵
埃
を
隔

つ
」
と
解
釈
し
た
。
無
の
世
界
に

浸

っ
て
衆
生
済
度
を
怠
る
行
者
は
大
乗
仏
教
の
理
念
に
反
す
る
。
そ
れ
は
当
今
の
御
諦
に
触
れ
る
こ
と
で
、
差
別
の
世
界
に
出
て
誓
願
度

を
実
施
す
れ
ば
称
讃
疑
い
な
し
と
の
意
味
と
な
る
。
論
末
で
、
階
朝

の
天
才
詩
人

・
蘇
道
衡
を
推
定
し
た
。

四
、
は
そ
の
よ
う
な
両
世
界
の
葛
藤
を
言
う
と
す
る
。
「剣
を
交
え
る
」
は
そ
の
こ
と
だ
と
し
て
、
そ
の
激
し
さ
を
紅
蓮

の
炎

で
讐
え

た
と
言
う
。
差
別
世
界
で
の

「闘
争
」
を
言
う
と
も
解
釈
で
き
る
。
最
近
の
イ
ン
ド
で
の

「闘
う
仏
教
」

の
謂
で
あ
る
。
我
々
は
後
者
を

採
る
。
五
、
は
彼
に
依
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
四
段
階
の
真
理
が
こ
こ
で

一
味
に
溶
融
し
た
境
涯
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
曹
山
の
解

釈
と
も
合
う
が
、
大
峡
は

「人
々
尽
く
仏
性
あ
り
」
と
の
消
息
に
な
る
と
す
る
。
廓
庵
の
第
十
図
に
照
ら
せ
ば
、
「炭
裡

に
帰
す
」
は

「
土
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面
灰
頭
」
に
て

「入
邸
垂
手
」
と

い
う
こ
と
に
な
る

(N
国
Z
も
P
一c。①
～

一〇。
⑩)
。

も
う

一
度
総
括
す
れ
ば
、
正
中
偏
は

一
味
平
等
の
世
界
か
ら
差
別
の
世
界
を
回
顧
し
、
偏
中
正
は
差
別
の
世
界
か
ら
平
等

の
世
界
を
看

取
し
、
正
中
来
は
平
等

の
悟
り
の
世
界
に
出
る
こ
と
を
言
い
、
偏
中
至
は
差
別
世
界
の
真

っ
只
中
で
差
別
智
を
振
る
う

意
味
に
な
る
。
し

か
も
兼
中
到
に
到

っ
て
、

一
味
の
世
界
に
戻

っ
て
の
帰
家
穏
坐
底
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「到
り
得
て
還
り
来
た
れ
ば
別
事
な
し
」

の
有
無
融
合

の
世
界
で
あ
る
。

そ
こ

で
白
隠
が
引
い
た
雪
實
の
語
、
「徳
雲
閑
古
錐
、
幾
び
か
妙
峯
頂
を
下
り
、
他
の
痴
聖
人
を
雇

い
て
雪
を
担

っ
て
共
に
井
を
填
む
」

も
、
そ

の
行
を
言
う
も
の
と
し
て
よ
く
理
解
で
き
る
。
徳
雲
居
士
は
入
法
海
品
で
善
財
童
子
の
問
法
の
師
と
し
て
出
て
く
る
。
大
峡
が
言

う
よ
う
に
釈
迦
も
出
山
し
て
同
様
の
行
を
積
ん
だ
と
さ
れ
る
。
尚
、
正
中
来
の

「断
舌

の
才
」
と
は
天
下
江
湖
の
舌
頭
を
坐
断
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
前
朝
即
ち
階
代
の
才
能
あ
る
文
士
は
醇
道
衡

(罐
06
0
0
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
文
才
を
妬
ん
だ
階
の
場
帝
に
陥
し

い
れ
ら
れ
、
試
さ
れ
た
の
で
、
「断
舌
の
才
」
と
は
文
字
通
り
妬
ま
れ
る
ほ
ど
の
文
才
と
い
う
解
釈
も
あ
り
得
る
。

*

醇
道
衡
の
事
情
に
つ
い
て
は
興
膳
宏
編

『六
朝
詩
人
傳
』
(大
修
館
書
店
)
、
㊤
一〇-O鍾

頁

(副
島

一
郎
担
当
)
参
照
。

付
記

終
り

に
、
「洞
上
五
位
偏
正
口
訣
」
(こ
れ
は
前
段
の
題
で
も
あ
る
)
の
終
結
部
に
あ
る
白
隠
の
五
位
評
唱
を
訓
読
し

て
付
す
。

(原
文

一
二
九
頁
七
行
～

二
二
〇
頁
五
行
)
な
お

「洞
上
」
は
洞
山
の
家
風
を
表
わ
す
語
と
し
て

「洞
上
録
」
等
と
し
て
使
わ
れ
た
。

「
正
受
老
人
曰
く
、
祖
師
始
め
五
位
を
施
設
す
る
大
意
は
学
者
を
し
て
四
智
の
大
慈
善
巧
を
証
得
せ
し
む
る
也
。
大

い
に
教
家
の
議
論

と
同
じ
か
ら
ず
と
。
謂
ゆ
る
四
智
と
は
大
円
鏡
智

・
平
等
性
智

・
妙
観
察
智

・
成
所
作
智
、
是
な
り
。
道
流
、
直
饒
え
参
学
精
錬
す
と

い

え
ど
も
多
劫
を
重
ね
て
未
だ
四
智
を
証
得
せ
ざ
れ
ば
真
の
仏
子
と
称
す
る
を
許
さ
ず
。
道
流
、
真
正
の
参
究
に
て
八
識
頼
耶
の
暗
窟
を
打
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破
す
る
時
、
大
円
鏡
智
の
宝
光
は
立
地
に
換
発
す
。
却

っ
て
怪
し
む
、
大
円
鏡
光
黒
き
こ
と
漆

の
如
き
を
。
此
を
正
中
偏

一
位
と
道
う
。

此
に
於

て

一
分
の
大
円
鏡
智
を
証
す
。
更
に
偏
中
正

一
位
に
入
り
宝
鏡
三
昧
を
修
す
。
他
時
果
し
て

一
分

の
平
等
性
智
を
証
得
し
始
め
て

理
事
無
碍
法
界
の
境
致
に
入
る
。
行
者
は
此
に
於
て
未
だ
足
る
と
為
さ
ず
、
親
し
く
正
中
来
に
入
る
。
兼
中
至
に
依
り

て
妙
観
察
智

.
成

所
作
智

の
四
智
を
円
証
す
。
最
後
に
兼
中
到

一
位
に
到
る
。
「
折
り
合
い
て
還
た
炭
裡
に
帰
し
て
坐
す
。
」
何
の
謂
か
を
知
ら
ず
。
精
金
万

鍛
、
再

び
は
鉱

(あ
ら
が
ね
)
な
ら
ず
。
唯
恐
ら
く
は
小
を
得
て
足
れ
り
と
為
さ
ん
。
貴
ぶ
べ
し
、
五
位
偏
正
功
勲
を
。
但
に
四
智
を
証

す
る
に
非
ず
、
三
身
も
亦
体
中
円
か
な
り
。
見
ず
や
、
『大
乗
荘
厳

(経
)
論
』
に
曰
く
、
「八
識
転
じ
て
四
智
と
成
り
、
四
智
を
束
ね
て

三
身
を
旦
ハす
」
と
あ
る
を
。
是
の
故
に
曹
渓
大
師
に
偶
有
り
て
曰
く
、
「自
性
は
三
身
を
具
し
、
発
明
せ
ば
四
智
と
成
る
」
と
。
又
曰
く
、

「清
浄
法
身
汝
の
性
、
円
満
報
身
汝
の
智
、
百
億
化
身
汝
の
行
」
と
。

*

『六
祖
法
宝
壇
経
』

(文
光
堂
版
)
で
、
樗
伽
経
を
読
ん
で
三
身
四
智
が
判
ら
な
か

っ
た
僧
に
恵
能
が
答
え
た
と
さ
れ
る
。
ま
た

「八

識
を
転
じ
て
四
智
と
為
し
、
四
智
を
摂
し
て
三
身
と
為
す
」
と
説
く
。
宇
井
伯
壽
は

『大
乗
荘
嚴
経
論
研
究
』

(岩
波
書
店
)
の
序

に
、
「転
識
得
智
の
四
種

の
智
に

つ
い
て
も
諸
仏
に
共
通
で
あ
り
、
別
し
て
言
え
ば
、
四
智
の
初
め
の
二
は
自
性
身
、
第
三
は
受
用

身
、
第
四
は
変
化
身
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
」
と
書
く
。
尚
、
理
致

・
機
関

・
機
語

・
向
上

・
向
下
の
語
は
円
爾
弁
円
の

『聖

一
國
師

語
録
』

(応
永
二
十
四
年
版
)
に
出
て
い
る
。
「法
語
」
の

「示
空
明
上
人
」
に

「機
関

・
語
句
」
の
語
が
、
ま
た

「理
致

.
機
関
」

の
語
が

「示
如
上
座
」
と

「示
藤
丞
…相
」
に
あ
る
。
更
に

「示
禅
人
」
に

「有
理
致
、
有
機
関
、
有
向
上
、
有
向
下
」
の
語
が
在
り
、

「
又
」
の

「機
語
」

の
語
は

「言
詮
」
に
当
る
。

ま

た
白
隠
が
正
受
か
ら
五
位
説
を
承
け
た
た
因
縁
は
、
木
村

『新
発
見
白
隠
自
筆
自
伝
書
』

(山
喜
房
佛
書
林
)
九
十

一
～
九
十
二

頁
の
年
譜
を
参
照
さ
れ
た
い
。
尚
、
本
誌
第
八
十
七
号
所
収
の
小
稿

「関
山
国
師
の
新
研
究
」
中
、
三
十
八
頁
八
行
目

「中
野
氏
」
は

「中
野
市
」
の
誤
植
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


